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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォーカス制御が可能なズームレンズと、
　前記ズームレンズに接続された監視カメラ本体と、
　前記監視カメラ本体を積載する旋回台と、
　前記監視カメラ本体の撮像を映像表示するモニタと、
　前記監視カメラ本体と、前記旋回台と、前記ズームレンズとを遠隔制御する遠隔制御手
段と、
　前記ズームレンズのフォーカスを制御するフォーカス制御手段と、
　当初は前記監視カメラ本体の旋回角及び仰角の分解能が粗い一定角度毎に、該角度に対
応した前記ズームレンズの適切なフォーカス制御値が設定されているデータベースと、
　前記監視カメラ本体の設置後の運用で、前記モニタの実際の映像を視認しながら更に細
かな地点でフォーカスが取り直された場合における、前記監視カメラ本体の旋回角及び仰
角の分解能が細かい角度に対応するフォーカス制御値でもって、前記データベースの設定
を書き換えるデータベース作成手段と、
　前記旋回台から通知された前記監視カメラ本体の方向に対応するフォーカス制御値を、
前記データベースを参照して取得するフォーカス制御値取得手段と、
　前記データベースを参照して取得した前記フォーカス制御値に基づいて、前記ズームレ
ンズのフォーカスを制御するフォーカス制御手段と
　を備え、
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　前記フォーカス制御手段は、前記データベースにフォーカス制御値が入力されていない
方向については、前記ズームレンズのフォーカス制御を行うことなく、これまでに撮影し
た地点の条件のままで前記ズームレンズのフォーカスを固定する
　ことを特徴とする監視テレビカメラシステム。
【請求項２】
　前記データベースの前記分解能は、当初は仰角度を所定の角度ずつ分割するように設定
されており、その後に上下及び／又は左右方向に等分の角度でオートフォーカス設定がな
されることで、前記データベースの全データが入力されるように構成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の監視テレビカメラシステム。
【請求項３】
　前記データベースには、前記ズームレンズの焦点距離が大きい場合、及び前記ズームレ
ンズのＦ値が小さい場合に、前記ズームレンズの焦点距離及び前記ズームレンズのＦ値の
両方若しくはいずれか片方だけが記録されており、その後にオートフォーカスを取り直し
たときに、それまでの記憶値よりも焦点距離が大きいときにのみ若しくはＦ値が小さいと
きにのみ、前記データベースの該当データが書き換えられるように構成されている
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の監視テレビカメラシステム。
【請求項４】
　前記旋回台は、前記遠隔制御手段により、インターネット網を範疇に含む通信路を介し
て制御される
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の監視テレビカメラシステム。
【請求項５】
　前記ズームレンズは、前記遠隔制御手段により、インターネット網を範疇に含む通信路
を介して制御される
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の監視テレビカメラシステム。
【請求項６】
　前記データベースは、前記フォーカス制御手段に設置されている
　ことを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の監視テレビカメラシステム。
【請求項７】
　前記データベースは、既成の技術の自動フォーカス調整装置と組み合わせることで作成
されたものである
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の監視テレビカメラシステム。
【請求項８】
　前記データベースは、既成の技術の数値の補間技術を用いて作成されたものである
　ことを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載の監視テレビカメラシステム。
【請求項９】
　前記データベースは、一定期間は保存されるように構成した
　ことを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の監視テレビカメラシステム。
【請求項１０】
　フォーカス制御が可能なズームレンズに接続された監視カメラ本体と、前記監視カメラ
本体を積載する旋回台と、前記ズームレンズとを遠隔制御する遠隔制御ステップと、
　前記ズームレンズのフォーカスを制御するフォーカス制御ステップと、
　前記監視カメラ本体の設置後の運用で、前記監視カメラ本体の撮像を映像表示するモニ
タの実際の映像を視認しながら更に細かな地点でフォーカスが取り直された場合における
、前記監視カメラ本体の旋回角及び仰角の分解能が細かい角度に対応するフォーカス制御
値でもって、当初は前記監視カメラ本体の旋回角及び仰角の分解能が粗い一定角度毎に、
該角度に対応した前記ズームレンズの適切なフォーカス制御値が設定されているデータベ
ースの設定を書き換えるデータベース作成ステップと、
　前記旋回台から通知された前記監視カメラ本体の方向に対応するフォーカス制御値を、
前記データベースを参照して取得するフォーカス制御値取得ステップと、
　前記データベースを参照して取得した前記フォーカス制御値に基づいて、前記ズームレ
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ンズのフォーカスを制御するフォーカス制御ステップと
　を備え、
　前記フォーカス制御ステップにおいては、前記データベースにフォーカス制御値が入力
されていない方向については、前記ズームレンズのフォーカス制御を行うことなく、これ
までに撮影した地点の条件のままで前記ズームレンズのフォーカスを固定する
　ことを特徴とする監視テレビカメラの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は監視テレビカメラシステム及び監視テレビカメラの制御方法に係り、特に、監
視対象の向きに関わらず、常に最良の状態で監視機能が達成できる自動フォーカス調整機
能を備えた監視テレビカメラシステム及び監視テレビカメラの制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、監視テレビカメラシステムの分野では、映像のＩＰ（インターネットプロトコル
）化や、デジタル伝送手段に伴い、監視映像の遅延が発生しており、このため、監視地点
からの手動操作によるフォーカス調整も困難になってきている。
　また、操作に熟達した専門家が操作するとは限らず、一般人が高度な監視テレビカメラ
システムを運用操作する必要性も高まってきており、このような事情を背景にして、監視
テレビカメラシステムに対しては、フォーカス調整を的確に自動化する要求が強まってい
る。
【０００３】
　この分野の先行特許技術としては、例えば、特許文献１には、カメラの高さと、カメラ
の仰角とから距離を計算して調整し、それぞれの角度の設定値を記憶させ、角度が一致し
たときに、その設定値を呼び出す技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２１１４４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記背景技術で述べた従来の監視テレビカメラシステムにあっては、特
に屋外に設置し、遠方方向を監視するテレビカメラ装置においては、使用するズームレン
ズが大型になり、かつ２４時間連続使用することが一般的であるため、通常のホームビデ
オカメラが具備している自動フォーカス調整機構は使用できないという問題点が有った。
　即ち、フォーカス機構を駆動するには大型の駆動モーター装置が必要となり、それを常
時動作させることには駆動機構の動作耐久性の面で解決すべき課題が残されており、また
、カメラを旋回させる時の追従性に未解決の課題が有るため、一般的な自動フォーカス調
整装置は使用できなかった。
【０００６】
　このような問題点に対応するため、既成のシステムでは、カメラの旋回を止めた時点で
、自動フォーカス調整装置の起動を行うシステム（即ちワンショット型のシステム）や、
カメラの設置高さとカメラの向いている仰角とから、三角法を用いて被写体までの距離を
計算することでフォーカスを合わせるシステムなどが開発されている。
【０００７】
　しかしながら、前者のワンショット型のシステムでは、フォーカスが合うまでに数秒の
時間が必要であり、追随性と運用性に難があった。一方、後者の三角法を用いるシステム
では、まったく平面の地域の監視では三角法が理論的に成立するもではあっても、実際の
現場では、カメラの向いている方向の監視対象は地面とは高さの違うビルの屋上に存在す
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るものだったりすることから、現実的には、フォーカスが理論どおりに合うことはなく、
また、距離が分かったとしても、実際にそこにフォーカスを合わせるための完全なレンズ
の駆動方法も実現できないことから、実用的なシステムではなかった。
【０００８】
　なお、例えば、特許文献１に開示された技術の場合、前述のとおり、カメラの高さと、
カメラの仰角とから距離を計算して調整することを要旨としているが、本発明では、カメ
ラの旋回角と、仰角の一定角度毎にレンズのフォーカス制御値を記憶させるデータベース
を予め作成している。また、本発明では、該データベースに未だ実際の正しいフォーカス
制御値が入力されていない方向については、特に、フォーカス制御を行わず、これまでに
撮影した地点の条件のままでフォーカスを固定している。
【０００９】
　ちなみに、カメラの高さと仰角とから距離を計算しても、その計算された距離だけでフ
ォーカスが合うようにレンズを制御することはレンズの構造上難しく、実際には手動によ
る微調整が必要となる。また、平らな平地や海上であれば、高さと仰角だけで被写体まで
の距離を決めることができようが、実際は建物の上部を見ているだけの場合が有り、よっ
て、この方法は実用的なものでないことが周知である。これに比較し、本発明では、監視
対象に対して実際にカメラを向け、その撮像がジャストピントとなるようにフォーカス調
整を行っており、距離の単なる計算値を使用してフォーカス調整するものではない。
【００１０】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、一定の場所に設置され、
外部からのコントロール等の手段により、カメラを旋回動作させ、設置場所の周囲を監視
する監視テレビカメラシステムにおいて、任意の監視場所にカメラを向けた時に、即座に
、かつ適切にレンズの焦点を合わせることを可能にして、常に最良の状態で監視機能を達
成することができる監視テレビカメラシステムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明に係る監視テレビカメラシステムは、フォーカス制
御が可能なレンズと、前記レンズに接続された監視カメラ本体と、前記カメラ本体を積載
する旋回台と、前記カメラ本体の撮像を映像表示するモニタと、を有する監視テレビカメ
ラシステムであって、前記カメラ本体と、前記旋回台と、前記レンズとを遠隔制御する遠
隔制御手段と、前記レンズのフォーカスを制御するフォーカス制御手段と、前記カメラ本
体の旋回角及び仰角の一定角度毎に、該角度に対応した前記レンズの適切なフォーカス制
御値を記憶するためのデータベースと、前記カメラ本体の旋回角及び仰角の一定角度毎に
、監視対象に対して前記レンズのフォーカスを合わせた時のフォーカス制御値でもって、
予め前記データベースを作成しておくデータベース作成手段と、前記旋回台から通知され
た前記カメラ本体の方向に対応するフォーカス制御値を、前記データベースを参照して取
得するフォーカス制御値取得手段と、前記データベースを参照して取得した前記フォーカ
ス制御値に基づいて、前記ズームレンズのフォーカスを制御するフォーカス制御手段と、
を備えたことを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明に係る監視テレビカメラの制御方法は、フォーカス制御が可能なレンズと
、前記レンズに接続された監視カメラ本体と、前記カメラ本体を積載する旋回台と、前記
カメラ本体の撮像を映像表示するモニタと、を有する監視テレビカメラシステムに適用さ
れる監視テレビカメラの制御方法であって、前記カメラ本体と、前記旋回台と、前記レン
ズとを遠隔制御する遠隔制御ステップと、前記レンズのフォーカスを制御するフォーカス
制御ステップと、前記カメラ本体の旋回角及び仰角の一定角度毎に、該角度に対応した前
記レンズの適切なフォーカス制御値を記憶するためのデータベースと、前記カメラ本体の
旋回角及び仰角の一定角度毎に、監視対象に対して前記レンズのフォーカスを合わせた時
のフォーカス制御値でもって、予め前記データベースを作成しておくデータベース作成ス
テップと、前記旋回台から通知された前記カメラ本体の方向に対応するフォーカス制御値
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を、前記データベースを参照して取得するフォーカス制御値取得ステップと、前記データ
ベースを参照して取得した前記フォーカス制御値に基づいて、前記ズームレンズのフォー
カスを制御するフォーカス制御ステップと、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように、本発明の監視テレビカメラシステムによれば、カメラ本体の旋回
角及び仰角の一定角度毎に、監視対象に対してレンズのフォーカスを合わせた時のフォー
カス制御値をデータとするデータベースを予め作成しておき、監視時には、旋回台から通
知されたカメラ本体の方向（より具体的にはカメラの旋回角及び仰角）に対応する適切な
フォーカス制御値を、このデータベースを参照することにより取得し、該取得された適切
なフォーカス制御値でもってレンズのフォーカスを制御するので、任意の監視場所にカメ
ラを向けた時に、即座に、かつ適切にレンズの焦点を合わせることが可能となり、常に最
良の状態で監視機能を達成することができる効果が有る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態に係る監視テレビカメラシステムの全体構成を示す構成図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明に係る監視テレビカメラシステム及び監視テレビカメラの制御方法では、一般に
、一定箇所に固定して周囲を監視するカメラの場合、カメラを向けている方向（より具体
的にはカメラの旋回角及び仰角）の対象物（被写体）までの距離が、該カメラを向けてい
る方向に対応して定まることを利用し、カメラの旋回角、仰角の一定角度毎にレンズのフ
ォーカス制御値を記憶させるデータベースを構築することにより、カメラを旋回させた場
合に、常にその方向に撮影されている被写体に即座にフォーカスを合わせることができる
ようにするものである。
【００１６】
　以下、本発明の監視テレビカメラの自動フォーカス調整装置及び監視テレビカメラの自
動フォーカス調整方法の実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。
　図１は、本発明の実施形態に係る監視テレビカメラシステムの全体構成を示す構成図で
ある。
　同図において、本実施形態の監視テレビカメラシステムは、フォーカス制御が可能なレ
ンズ１１（ズームレンズ）と、レンズ１１に接続されたカメラ１２（監視カメラ本体）と
、制御可能な旋回台１３と、カメラ１２の撮像を映像表示するモニタ１４と、カメラ１２
、旋回台１３、及びレンズ１１を遠隔制御する遠隔制御装置１５（遠隔制御手段）と、レ
ンズ１１のフォーカスを制御するフォーカス制御装置１６（フォーカス制御手段）と、を
備える。
　なお、符号２１～２５は、信号の伝送路を示す。
【００１７】
　以下では、本実施形態の監視テレビカメラシステムの機能を説明する。
　カメラ１２には、外部から制御可能な旋回台１３とレンズ１１が接続されており、カメ
ラ１２の出力映像信号は伝送路２１を経て、モニタ１４に映像表示される。
　一方、カメラ１２、旋回台１３、レンズ１１は、遠隔制御装置１５により伝送路２２を
介して遠隔制御される。これにより、随時かつ的確に、必要な方向に向けて、レンズ１１
のフォーカスの定まったカメラ１２の位置を定めることが可能となり、必要な監視をモニ
タ１４を介して視認することが可能となる。
【００１８】
　フォーカス制御装置１６には、カメラの旋回角、仰角の一定角度毎にレンズ１１の適切
なフォーカス制御値を記憶させるデータベースが予め構築されている。また、フォーカス
制御装置１６は、旋回台１３からのカメラ１２の旋回角、仰角のデータを伝送路２３を介
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して受信すると共に、伝送路２４を介してレンズ１１のフォーカス駆動機構を制御できる
ように構成されている。なお、レンズ１１の向きはカメラ１２の動きに連動するように構
成されている。さらに、フォーカス制御装置１６は、伝送路２５を介してレンズ１２のフ
ォーカス制御値のデータを受信する。
【００１９】
　ここで、前記データベースは、特に距離や設置場所の条件を数値で測定しなくても、カ
メラ１２の設置後、実際の映像を見ながら調整することで容易に作成することができる。
即ち、カメラ１２の設置後、例えば、カメラ１２を一定間隔で旋回角、仰角を変化させた
後、フォーカス調整を行い、その制御値をメモリに記憶することで容易に作成することが
できる。
　前記データベースは、当初は分解能を粗く設定しておき（例えば、仰角90度を10度分割
程度、即ち、上下方向に9等分の角度でオートフォーカス設定をすることで全データベー
スが入力されるようにしておき）、その後の運用で更に細かな地点でフォーカスを取り直
した場合に、データベースを順次細かくして設定することが可能である。
　さらに、前記データベースは、一定期間は保存されるように構成することも可能である
。また、レンズ１１（ズームレンズ）の焦点距離が大きい場合、及びF値が小さい場合に
は、焦点深度の関係から、前記データベースには、ズームレンズの焦点距離及びレンズの
F値の両方若しくはいずれか片方だけを記録しておき、フォーカス調整は、新たに、オー
トフォーカスを取り直したときに、それまでの記憶値より、焦点距離が大きい状態のとき
にのみ、若しくはF値が小さい状態のときにのみ、前記データベースのデータを書き換え
るように構成することができる。
【００２０】
　このように構成することにより、カメラ１２が向いている方向の被写体に対して、フォ
ーカスを合わせたフォーカス制御値でもって、予めデータベースを作成しておき、旋回台
１３から伝送路１３を介して通知されたカメラ１２の方向に対応するフォーカス制御値を
、前記データベースから得ると共に、伝送路２４を介して該フォーカス制御値でもってレ
ンズ１１のフォーカス駆動機構を制御できるので、カメラ方向に応じた最適なフォーカス
状態が常に得られるようになる。
【００２１】
　伝送路２１～２５で伝送される信号は、デジタルデータ化してＩＰネットワーク等を含
む通信ネットワークで伝送することも可能であり、この場合も同様の効果が得られる。
　この実施の形態によれば、前述のとおり、カメラ１２の旋回角、仰角の一定角度毎にレ
ンズ１１のフォーカス制御値を記憶させるデータベースを予め構築しておき、カメラ１２
を旋回させた場合には、該データベースを参照することで、カメラ１２の旋回角、仰角に
応じてレンズフォーカスが常に適正となるように調整するので、任意の方向で撮影されて
いる被写体に対して、常に適切にフォーカスを合わせることが可能となる効果が有る。
【００２２】
　また、前記データベースの作成は、カメラ１２を一定間隔で旋回角、仰角を変化させた
後、フォーカス調整を行い、その制御値をメモリに記憶できるようにすることで、カメラ
を設置後、特に距離や設置場所の条件を数値で測定しなくても、実際の映像を見ながら調
整することで可能となる効果がある。
【００２３】
（他の実施の形態）
　本発明の監視テレビカメラシステムと、従来から使用されている都度駆動の自動フォー
カス調整装置等とを組み合わせることにより、フォーカス制御値を記憶する前記データベ
ースのデータ拡充が容易になり、いわゆる学習効果を有する自動フォーカス調整装置が実
現できることは明らかである。
【００２４】
　また、前記データベースに、未だ実際の正しいフォーカス制御値が入力されていない方
向については、特に、フォーカス制御を行わず、これまでに撮影した地点の条件のままで
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フォーカスを固定するか、若しくは、２点間の制御値からの補間値を自動入力させる等の
既成技術の手段と組み合わせて使用することにより、運用性の優れたシステムが構築でき
ることは明らかでる。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本発明は、監視テレビカメラシステムの構築に適用可能であり、特に、監視対象の向き
に関わらず、常に最良の状態で監視機能が達成できる自動フォーカス調整機能を備えた監
視テレビカメラシステムの構築に好適である。
【符号の説明】
【００２６】
　　１１　レンズ（ズームレンズ）
　　１２　カメラ（監視カメラ本体）
　　１３　旋回台
　　１４　モニタ（映像表示装置）
　　１５　遠隔制御装置
　　１６　フォーカス制御装置
　　２１～２５　伝送路

【図１】
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